
 ２０２６年度以降のカリキュラムマップ（文学部現代社会学科）

必修専門
演習科目
（除卒論）

卒業論文
社会学基礎

・発展
調査科目

メディア
研究基礎・

発展
実践科目 現代社会研究 広域基礎科目

DP1-1 現代社会学科の専門分野に関する知識・技能を修得している。 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

DP1-2
社会学及びメディア研究の理論及び実証的研究法を通じて、現代社会の抱える諸問題
を、その背景にまで遡って多角的に検討できる思考力、ならびに、状況に的確に対応で
きる判断力・行動力を修得している。

○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

DP1-3
社会学の理論及び実証的研究法を、「社会学基礎」・「社会学発展」の科目群を通じて
体系的に学ぶことで、現代社会を理解するための基本的枠組みを修得している。 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

DP1-4
メディア研究の理論及び実証的研究法を、「メディア研究基礎」・「メディア研究発展」の
科目群を通じて体系的に学ぶことで、現代社会を理解するための基本的枠組みを修得
している。

○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

DP2-1
人文科学、社会科学、自然科学及びこれらにまたがる学際的な分野に関する基
礎的な知識を修得し、広い視野で思考・判断を行うことができる。 ○ ○ ◎

DP2-2
現代社会が抱える諸問題に関し、学科教育の基盤をなす諸学問分野の視点を組み合
わせ、必要に応じてさらに幅広い分野の知見を加えて、学際的かつ総合的に理解する
力を備えている。

○ ○ ◎

DP3-1
課題の本質を発見するために必要な情報（文献、統計等を含む）を調査収集
し、それらを的確に解釈・分析し、課題の解決に向けて論理的に思考する能力
を身に付けている。

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

DP3-2
書籍、雑誌、新聞、インターネット等の多様なメディアにおいて、取得できる知見やデー
タの所在、種類等を熟知し、必要なときに必要な情報を入手することができる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

DP3-3

社会学及びメディア研究の理論及び実証的研究法を通じて、社会を理解するための基
本的枠組みを修得することで、現代社会が抱える諸問題を、その背景にまで遡って多
角的に検討できる思考力、ならびに、状況に的確に対応できる判断力・行動力を兼ね
備えている。また、各年次に配当された必修の演習を通じて、批判的・論理的思考力、
課題探究・問題解決能力を身につけている。

○ ◎ ○ ○ ○ ○

DP4-1
自分の意見や考えを、外に向けて的確かつ明瞭に発信できる豊かな表現力を身
に付けている。 ◎ ◎ ○ ◎

DP4-2
現代社会が抱える諸問題に関し、各年次に配当された必修の演習及び卒業論文の作
成を通じて、みずからの考えを的確に表現・発信できるコミュニケーション能力・プレゼン
テーション能力を身につけている。

◎ ◎ ○ ◎

DP5-1
多様な人々と協働して課題解決に取り組んだ経験を通じて、多様な価値観を受
容し、協調性やコミュニケーション力を身に付け、チームの中で自分の役割を
的確に果たすことができる。

◎ ○ ◎

DP6-1
学びで獲得した知識・技能を、様々な活動(正課・正課外や学内・学外を問わ
ず)において自発的・積極的に活用した経験を有している。 ○ ○ ◎

文学部現代社会学科
学部学科
DP番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科目区分等

　　　ＤＰ項目

必修科目 選択科目

大学全体のＤＰ

DP1【専門分野の知識・技能】
（各学科、各専攻の）専門分野に関する知識・技能を修得
している。

DP2【教養の修得】（広い視野で
の思考・判断）

人文科学、社会科学、自然科学及びこれらにまたがる学際
的な分野に関する基礎的な知識を修得し、広い視野で思
考・判断を行うことができる。

DP3【課題の発見と解決】（情報
の調査収集＋分析・解釈＋論理

的思考）

課題の本質を発見するために必要な情報（文献、統計等を
含む）を調査収集し、それらを的確に解釈・分析し、課題の
解決に向けて論理的に思考する能力を身に付けている。

DP4【表現力、発信力】
自分の意見や考えを、外に向けて的確かつ明瞭に発信で
きる豊かな表現力を身に付けている。

DP5【多様な人々との協働】
（コミュニケーション＋協調性＋

チームワーク）

多様な人々と協働して課題解決に取り組んだ経験を通じ
て、多様な価値観を受容し、協調性やコミュニケーション力
を身に付け、チームの中で自分の役割を的確に果たすこと
ができる。

DP6【自発性、積極性】
学びで獲得した知識・技能を、様々な活動(正課・正課外や
学内・学外を問わず)において自発的・積極的に活用した
経験を有している。




